
宇
内
国
民
四
年
六
司
ニ
ナ

-Hm三
明
謝
叫
初
出
口
叫
『
一
時
月
一

J
H
-
n
u
虫
一
汀
ザ

干す・哩聾日 -J'司コ可勾主ート・ヨF日昔話

輸
入
統
制
に
仲
ふ
「
割
営
利
得
」
の
問
題

澗

山

内

丸

偲
川
時
代
の
夫
役
に
抗
い
て

一一叩

t
k
l
I
E
迂
E
h
t
J
f
戸
、

t

お
山
下
刈
υ4.中
X
U
E
5
J
ド
ト
)
ヨ
ペ
3

ル
l
テ
ル
経
済
制
の
特
質
:

大
都
市
交
通
の
特
性

日

一

日

苑

山

ロ
オ
ゼ
ン
む
ユ
タ
イ
ン
・
ロ
ダ
ン
「
一
般
的

貨
幣
論
と
一
般
的
債
格
論
と
の
同
格
化
」

安
本
組
識
の
有
機
的
穏
化
』
手
均
利
川
市

と
の
閲
係

都
留
皐
士
に
答
ふ
:

シ
ユ
ラ
ム
の
比
較
生
産
賀
村
山

キ
ヤ
レ
ル
氏
保
護
関
税
と
就
業

吐

『

目

。

z+

眠

聞

円

い

《

軍

出

新
着
外
関
経
済
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
四
十
四
巻
摘
出
目
録

品
岡
山

晶
-
-
四
回

現
賓
利
子
の
問
題
・

現
下
の
土
地
問
題
と
農
地
法
案

申

書

留

品

岡

山

叢

(禁

噂

載

文
問
中
博
土
高
田
保
馬

純
一
問
調
申
博
士
八
木
芳
之
助

線
章
博
士
谷

古

書

回

口

iy;t 呼 i)'~

厚 J竪 JEさ
1ーオ :J 士

小津jヒ1目
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J担

e

知
山
一
昨
山
市
士
飯
田
藤
次

一、ワス~ス
1
3、
パ
ペ
ン
ア

b
u
都

留

重

人

総

立

主

柴

山

敬

純
一
昨
阿
世
十
一
松
井
市

立
判
明
土
間
合
伯
士



ーヤ→恒

'!/巳

ロ
オ
ゼ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
・

ロ
ダ
'
ン

日間 一一
と 般の品

思主
化ijia

と

般
的
f買
格

F瓦

藤

三た

田

貨
幣
側
か
ら
の
器
響
と
財
刷
聞
か
ら
の
務
響
と
の
国
別
、
従
っ

と
共
同
胤
か
ら
生
中
る
絞
桝
却
和
一
川
上
の
貨
幣
的
分
析
と
非
貨
幣
的

分
析
と
の
区
別
は
、
本
来
古
典
波
か
ら
承
継
し
た
も
の
な
の
で

あ
る
が
、
漸
次
に
然
し
非
常
に
困
難
な
歩
み
を
以
っ
て
克
服
さ

れ
つ

L
あ
る
。
此
医
別
が
放
棄
さ
れ
る
過
程
を
跡
付
け
、
斯
く

て
債
格
理
論
と
貨
幣
理
論
と
を
論
理
的
に
完
結
せ
る
鰭
系
へ
同

格
化
し
よ
う
と
す
る
企
闘
が
現
代
の
経
済
皐
の
文
献
に
沿
い
て

徐
々
に
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
示
そ
う
と
す
る
、
共
れ
が
此
の
論

文
の
目
的
で
あ
る
。

ロ
オ
ぜ

y

y
ユ
タ
イ

y
・
ー
ロ
グ
シ
「
一
般
的
貨
僻
論
と

一
般
的
債
格
論
と
の
同
格
化
」

全
て
の
古
典
波
理
論
は
‘
均
衡
状
態
に
る
る
物
L
R

経
済
の
相

封
債
格
に
閥
ナ
る
埋
論
で
あ
っ
た
。
古
典
況
の
人
A

は
、
債
値

の
性
質
と
機
構
と
を
分
析
し
て
ゐ
た
の
で
、
財
の
此
債
値
は
貨

幣
の
偶
然
的
債
絡
か
ら
濁
立
し
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
た
。
貨
幣

は
、
よ
り
深
い
よ
り
線
本
的
危
諸
闘
係
を
蔽
ふ
て
ゐ
る
・
従
ヲ

で
取
り
除
か
れ
得
る
ヴ
ェ
ー
ル
に
過
ぎ
・
な
か
っ
た
。
放
に
中
心

的
友
基
本
的
な
僚
出
情
理
論
は
、
貨
幣
論
と
は
州
立
し
て
居
た
。

然
し
斯
く
て
到
達
さ
れ
た
相
針
債
格
醐
閥
系
は
、
現
寅
世
界
の

諸
結
果
に
趨
附
さ
れ
泣
い
し
、
比
較
さ
れ
仰
な
い
。
犬
底
引
」
相

針
債
格
を
総
劃
償
循
へ
愛
形
ず
る

E
C
]一一刀
-
E
Z
o
P
2
2を
決

定
す
る
方
程
式
が
必
要
と
さ
れ
る
に
致
っ
た
。
夫
れ
を
興
へ
る

の
が
貨
幣
論
の
問
題
と
な
っ
た
。
斯
く
て
夫
の
終
り
に
附
加
さ

れ
た
羊
は
、
貨
幣
数
量
試
で
あ
っ
た
1

然
る
に
こ
の
章
は
其
鰭

系
の
必
要
訣
く
可
か
ら
ざ
る
部
分
と
は
た
ら
左
か
っ
た
。
何
故

左
ら
支
挽
手
段
と
一
般
物
債
水
準
と
の
聞
の
草
純
左
函
教
関
係

と
し
て
表
現
さ
れ
た
数
量
設
は
‘
共
フ
ァ
ク
タ
ー
を
決
定
す
る

に
足
る
も
の
で
は
友
い
で
あ
ら
う
、
即
ち
、
共
他
の
事
情
が
同

一
で
あ
る
揚
合
に
、

一
般
物
債
水
準
が
貨
幣
童
忙
よ
っ
て
決
定

第
四
十
四
巻

七

第
六
競

一
一
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ロ
オ
ぜ
シ
シ
ユ
タ
イ
シ
・
ロ
ダ
ン
「
一
般
的
貨
僻
論
と

一
般
的
償
格
諭
と
の
同
格
化
」

さ
れ
る
と
い
ふ
事
を
一
不
す
た
め
に
は
、

一
定
の
問
山
市
闘
係
が
侭

定
さ
れ
ね
ば
な
ら
泣
か
っ
た
。
貨
幣
数
量
が
物
債
水
準
以
外
の

何
物
か
に
囚
っ
て
説
明
さ
れ
ね
ば
左
ら
左
か
っ
た
ロ

と
の
「
共

以
外
の
何
物
か
」
と
は
特
殊
の
貨
幣
的
一
長
閑
で
あ
っ
た
。

と
の
同
俗
化
の
金
凶
に
同
有
の
困
難
、
町
貨
幣
供
給
を
は
史
的

R
決
定
し
特
注
い
lir--

い
ふ
市
中
は
、
直
接
に
は
つ
を
り
と
意
識
さ

れ
な
か
っ
た
。
斯
く
て
物
々
経
併
に
ゐ
け
る
均
衡
迎
論
の
結
某

は
、
貨
幣
経
怖
に
沿
い
て
基
本
的
に
愛
更
さ
れ
ゃ
う
と
は
忠
へ

た
か
っ
た
。
夫
故
粧
品
問
的
分
析
は
物
々
経
消
に
向
け
ら
れ
、
貨

幣
裂
困
か
ら
来
る
相
違
は
、
後
に
第
二
次
的
修
正
と
し
て
附
加

さ
れ
た
c

後
に
な
っ
て
貨
幣
供
給
決
定
に
闘
す
る
闘
有
の
困
難
が
は
っ

き
り
わ
か
っ
た
時
で
す
ら
、
体
統
的
方
法
は
改
め
ら
れ
左
か
っ

た
。
然
し
物
K

経
済
に
闘
す
る
諸
結
論
を
表
面
的
に
修
正
す
る

に
過
ぎ
な
い
こ
の
後
の
孝
に
ゐ
け
る
修
医
は
、

完
全
左
詳
に

は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
何
故
た
ら
共
は
、
物
-R

経
桝
と
貨
幣
経
済

と
の
差
具
に
闘
す
る
適
営
危
慨
念
に
本
礎
を
た
い
て
ゐ
た
か
っ

た
か
ら
で
る
る
。
従
っ
て
物
々
経
済
の
定
義
と
貨
幣
経
済
の
定

第
四
十
回
答

丹、

第
六
披

四

義
と
の
吟
味
が
求
め
ら
れ
る
。

一
物
々
一
維
持
の
概
念
物
々
経
済
と
貨
幣
経
済
と
の
定
義

は
、
貨
幣
の
存
在
如
何
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
二
個
の
経
格
過

殺
を
比
較
す
る
た
め
に
川
ひ
ら
れ
て
来
た
。
若
し
雨
経
桝
過
粧

の
結
果
が
異
っ
て
ゐ
る
友
ら
ば
、
夫
れ
は
純
粋
に
貨
幣
的
影
響

h
k

反
映

F
る
で
め
ら
う
。

以
ど
ん

J
F
-

コト
u
t
h丸
〉
主
出
陸
戸
一
ゴ

F

3
さ

/
'
A
V
J

‘

t
d
v
L
L
前十
d
V
4
J口
封
叫
ゆ
ゐ
G
b
I

陶

4
4
/

め
に
、
物
b

経
済
は
貨
幣
経
済
に
存
在
す
る
貨
幣
以
外
の
全
ゆ

る
要
素
を
包
含
し
な
け
れ
ば
怒
ら
ぬ
。
若
し
そ
う
で
な
い
左
ら

ば
、
比
較
自
健
従
っ
て
ま
た
比
較
の
結
果
た
る
貨
物
的
教
具
と

貨
幣
的
数
叩
ー
と
の
医
別
は
無
意
味
と
た
る
で
る
ら
う
。
事
寅

以
前
に
は
、
共
他
の
事
情
が
同
一
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
謝
し
て

酒
貨
危
注
意
を
排
ふ
事
な
し
に
、
比
較
さ
れ
た
。
夫
は
物
々
経

済
の
型
が
不
通
首
で
あ
っ
た
が
故
に
無
意
味
で
あ
っ
た
し
共

事
は
叉
、

貨
幣
の
本
質
と
性
質
と
の
分
析
が
不
定
分
で
あ
っ

た
の
で
不
過
賞
で
る
っ
た
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
、
貨
幣
は
三
つ
の
機
能
川
計
算
車
位

間
交
換
手
段
問
債
値
貯
臓
を
布
す
る
と
言
は
れ
て
来
た
。
従
つ

て
是
に
閲
し
て
物
k

経
済
は
三
つ
に
定
義
さ
れ
る
。
印
二
財
間



に
直
接
交
換
が
あ
る
に
過
ぎ
守
、
各
財
は
交
換
営
事
者
の
一
方

に
と
っ
て
計
算
の
早
位
で
あ
を
。
印
二
財
以
上
の
財
と
間
接
交

換
を
持
ち
、
各
財
は
各
人
に
と
っ
て
一
初
め
の
二
つ
の
機
能
を
持

っ
。
矧
二
財
以
上
の
財
と
間
接
交
換
と
を
持
ち
各
財
が
各
個
人

に
と
っ
て
全
て
三
つ
の
機
能
を
持
つ
。
今
迄
貨
幣
経
済
と
比
較

す
る
た
め
に
採
ら
れ
た
物
K

経
怖
は
.
第
一
と
第
二
の
裂
で
あ

っ
た
。

(二)

貨
幣
ι} 

概
;iL、

中
ム
止
貨
幣
H
H
貨
幣
ヴ
工
ー
ん
と
い

ふ
慨
念
は
、
物
々
維
持
の
抱
に
応
じ
と
同
時
べ
る
。
物
々
絞
仰
の
創

一
四
円

-Rhコ
1
5
こ
も
そ
抗
日
a

一一巳コ忍

t
z、
司
け
凶
作

p
-
1
k

山

下

r

り
A

れよ
7

w
ユ耳

1
6
1
4
L
f
i
J
H
1
1
f
d
折
ケ
イ
l
hト
づ
っ
d
!
l
'
1
l
t
q
J
7
L
Z
一

産
し
交
換
さ
れ
る
量
に
影
響
し
泣
い
。
貨
幣
経
済
の
結
果
は
物

々
経
済
の
結
川
市
と
同
一
で
あ
る
。
貨
幣
は
此
庭
で
は
震
に
ヴ
エ

ー
ル
に
過
ぎ
一
な
い
。
物
、
R

経
済
第
三
型
が
と
ら
れ
、
古
典
仮
に

従
っ
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
友
費
用
が
仮
定
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
貨

幣
量
の
愛
化
は
相
封
慣
絡
に
は
影
響
し
た
い
が
、
此
等
コ
ン
ス

タ
ン
ト
な
費
用
に
よ
っ
て
生
産
し
交
換
さ
れ
る
量
は
影
響
さ
れ

る
。
こ
の
揚
合
貨
幣
量
は
相
針
領
格
に
閲
し
て
中
立
寸
あ
る
が

且
卦
互
に
闘
し
て
は
そ
う
で
は
な
い
。

ロ
オ
ゼ
ン
シ
ユ
タ
イ
シ
・
ロ
ダ
ン
「
一
般
的
貨
幣
論
と

一
般
的
簡
格
論
と
の
同
格
化
」

貨
幣
経
済
と
比
較
さ
れ
て
来
た
物
々
経
済
は
、
以
上
二
つ
の

型
で
あ
っ
た
。
古
典
振
に
と
っ
て
は
、
生
産
し
交
換
さ
れ
る
量

で
は
な
く
て
、
相
針
使
格
だ
け
が
吟
味
の
封
象
で
あ
っ
た
の
で

中
立
貨
幣
に
闘
す
る
二
つ
の
定
義
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
て
来
た
。

一
方
に
図
れ
ば
、
貨
幣
量
の
餐
化
が
相
射
償

格
に
影
響
し
た
い
時
に
中
立
で
る
る
、
他
方
に
よ
れ
ば
貨
幣
且
一
阜

の
旋
化
が
、
物
々
経
済
の
類
似
の
事
情
の
下
に
お
い
て
獲
得
ず

る
放
川
市
と
同
一
の
殺
旧
取
を
、
相
劃
師
四
ゆ
情
に
叫
制
し
て
持
っ
と
き
中

ー
で
あ
る
。
第
一
一
一
貨
幣
機
能
を
除
外
し
て
仮
定
す
る
限
り
、
二

倒
の
ん
止
裁
は
初
等
し
い
で
め
ら
う
が
、

に
の
機
能
を
除
外
す
る

事
(三)は
物
k 間
経題
官ヰ を
第除
三外
1W す
とる
中事
立に
貨主主
幣る

債
値
貯
蔵
機
能
が
考

へ
ら
れ
た
揚
合
に
中
立
貨
幣
は
何
う
な
る
で
あ
ら
う
か
、
と
い

ふ
事
を
み
る
た
め
に
、
物
々
経
桝
第
三
型
と
貨
幣
経
済
去
を
比

較
し
左
け
れ
ば
友
ら
た
い
。
今

a
b
c
と
い
ふ
三
財
を
持
ち
、

I
H
旧
友
る
三
人
の
個
人
の
ゐ
る
枇
舎
を
考
へ
、
物
h

ニ
組
枠
で

C

は
旧
の
貨
幣
で
あ
り
、
貨
幣
経

済
一
で
は

a
は
三
人
全
部
の
貨
幣
で
あ
る
と
し
よ
う
。
治
貨
幣
は

土

a
土
l

D
、

l

l

t

 

b
は
日
の
、

第
凶
十
四
巻

九

第
六
競

五



此
庭
で

メ。、 一一ロ

機 f宇全
官E問 セ

を謹ン
~V 

来語ュ
ヲとタ

のイ
』同 y

相格L
KJイbダ」
:!;. y 

.r~ ユ
る2)般
o 的

貨
幣
論
と

貨
幣
経
済
に
沿
け
る
貨
幣
査
の
時
現
化
に
問
…
癒
す
る
媛
、
化
は
、

物
々
経
済
の
此
割
に
沿
い
て
は
、
大
関
相
針
債
格
に
影
響
す
る
。

故
に
第
一
の
意
味
に
長
け
る
中
立
は
左
い
.
貨
幣
が
第
一
叉
は

第
二
の
意
味

σ中
立
な
る
事
が
如
何
に
困
難
で
る
る
か
、

J:: 
V、

ふ
事
を
一
不
す
最
上
の
力
訟
は
、

と
の
中
立
性
が
制
作
ら
れ
る
諸
保

件
を
疋
確
に
遁
ぺ
る
事
で
あ
ら
う
。

共
の
一
。
若
し
債
値
貯
蔵
手
段
と
し
て
確
貫
性
の
不
足
を
充

し
て
ゐ
る
財
な
る
貨
幣
が
、
杢
て
の
個
人
に
と
っ
て
猪
立
財
で

あ
る
の
で
、
貨
幣
と
共
他
の
財
と
の
代
替
卒
の
費
更
が
共
他
の

財
の
聞
の
代
替
率
に
影
響
し
友
い
友
ら
ば
、
郎
貨
幣
と
共
他
の

財
と
の
補
完
性
の
弾
力
性
が
零
で
あ
る
友
ら
ば
、
貨
幣
量
の
愛

化
は
相
針
債
絡
に
謝
し
て
何
等
の
影
響
も
持
た
左
い
で
あ
ら

ぅ
。
貨
幣
は
今
や
第
一
の
(
従
っ
て
第
二
)
意
味
に
沿
い
て
中
立
で

あ
ら
う
。
共
事
は
、
上
掲
の
例
に
沿
い
て
は
、
ー
の
無
差
別
の
地

闘
で
は

a
は
b
c
か
ら
相
倒
立
し
て
居
ら
ね
ば
友
ら
友
い
。
印
代

替
卒

a
一b
(
及
ひ
a
-
C
)

の
時
変
更
は
、

代
替
挙
b
一c
に
影
響
L
左

い
事
を
意
味
し
、
日
の
無
差
別
地
闘
で
は
b
は

c
a
か
ら
狽
立

第
四
十
四
巻
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し
て
居
ら
ね
ば
た
ら
泣
い
、
代
替
率
h
一
札
(
及
び
b

一C
)

の
費
更

は
、
代
持
率
a
7
L
に
影
響
せ
十
、
山
の
無
差
別
地
闘
で
は
、

は

?
b
か
ら
杷
倒
立
し
て
居
ら
ね
ば
友
ら
ね
、
代
替
寧
C

一a
(及
び

c
-
b
)
の
経
更
は
、
代
替
率

a
一b
に
影
響
し
た
い
、
と
い
ふ
事
を

窓
味
ず
る
。

況
代
の
放
朋
川
川
一
論
に
よ
れ
ば
刊
湖
訟
財
の
存
症
崎
原
則
と
い

ふ
よ
り
は
む
じ
ろ
例
外
で
あ
る
の
で
、
此
等
の
保
件
が
如
何
に

稀
に
し
か
漏
さ
れ
友
い
か
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
種
K

な
る
財

は
種
々
怠
る
程
度
の
販
買
力
を
持
つ
と
い
ふ
事
寅
は
、
此
等
の

財
を
し
て
多
か
れ
少
か
れ
債
値
貯
臓
手
段
た
る
に
遁
ぜ
し
め
る

の
で
あ
っ
て
、
斯
く
て
現
金
残
高
が
一
個
人
に
と
っ
て
濁
立
財

で
あ
る
事
が
如
何
に
あ
り
そ
う
も
友
い
事
か
と
い
ふ
主
要
理
由

と
な
る
の
で
あ
る
。

共
の
二
。
貨
幣
が
凋
立
財
で
怠
い
揚
合
に
も
中
立
で
あ
り
得

る
揚
合
が
あ
る
。

山
各
自
問
。
。
「
四
日

Z
Z
司
吉
ロ
5
2・n辛
口
民
主

=
2門

2

貨
幣

且
一
旦
の
増
加
は
、
我
々
の
物
々
経
済
に
沿
い
て
は
、
ー
の

a
の
所

有
、
日
の
b
の
所
有
、

E
の
c
の
所
有
が
増
加
し
、

彼
等
の
其 C 

古典汲は貨骨干の第ー第二機能を分析した。然し第豆機能は、古典汲の僅系は時
間な告静的均衡の韓系であったが故に、及び現代の香史的分析がなかったが故に
展開され待なかった。
樹立財 independent goodは、 Hicks and Al1en;λReconsidero.tion of the 
Theory oC Value， Economica， Feb.，May， 1934白術認を用ひた。 elasticityof 
complementari ty も亦同ピ。

2) 

3) 



他
の
所
有
が
不
援
で
る
る
事
を
意
味
す
る
。
此
事
情
の
下
に
一
な

い
て
は
、
ー
の
代
替
率
三
b
と
a
一

c
と
が
下
落
す
る
で
あ
ら

う
の
で
、

b
一C
も
餐
化
す
る
で
あ
ら
う
。

I
の
b
c
に
封
す
る

需
要
は
、
彼
の
b

k
封
す
る
需
要
費
化
と

c
に
謝
す
る
夫
れ
と

が
相
等
し
く
た
い
に
し
て
も
、
増
大
す
る
で
あ
ら
う
。
同
核
に

し
て

H
の
a
c
に
針
ず
る
需
要
、

E
の
a
b
に
針
す
る
需
要
が

増
大
す
る
で
あ
ら
う
。
共
場
合
、
若
し
I
H
旧
の
無
差
別
級
が

同
様
で
あ
り
、
彼
等
の
所
得
(
購
買
力
)
が
等
し
い
友
ら
ば
、

b
c
k
謝
す
る
会
で
の
個
人
的
需
要
曲
線
が
捷
化
寸
る
に
し
て

司

-
b
c
k
針
寸
る
市
掛
需
要
曲
帥
酬
は
劇
化
し
友
い
で
あ
ら

もぅ
。
個
人
的
需
要
経
一
化
は
相
互
に
相
殺
す
る
か
ら
で
あ
る
。
相

封
債
格
は
不
援
で
あ
る
し
、
貨
幣
は
従
っ
て
中
立
で
あ
る
。

同
同

g
E
S
Z
5
2
2
3
円

r
p口
問
。

c
-
g
g

若
し
I
H

回
の
不
確
貫
性
に
闘
す
る
感
情
が
高
ま
っ
た
た
め
に
、
彼
等
の

現
金
残
高
需
要
を
刊
%
だ
け
増
大
し
よ
う
と
決
心
す
る
な
ら

ば、

I
の
現
金
残
高

a
k
謝
す
る
I
の
増
大
せ
る
個
人
的
需
要

は、
b
c
に
閥
す
る
I
の
個
人
的
提
供
を
意
味
す
る
o
同
様
友
事

が
江
と

m
k就
い
て
言
へ
る
。
無
差
別
線
と
個
人
的
需
要
陀
閥

ロ
オ
ぜ

Y

V

ユ
ダ
イ
ン
・
ロ
グ
シ
「
一
般
的
貨
幣
論
と

一
般
的
債
格
論
と
の
同
格
化

a 

ず
る
特
定
の
仮
定
の
下
に
沿
い
て
は
、
個
人
的
需
要
愛
化
は
稲

殺
さ
れ
市
場
需
要
と
物
債
と
は
不
時
伎
の
ま
ま
に
止
ま
る
。
貨
幣

は
従
っ
て
中
立
で
あ
る
。

貨
幣
が
物
々
経
済
に
沿
い
て
も
貨
幣
経
済
に
お
い
て
も
中
立

で
あ
る
諸
保
件
を
蓮
ぺ
る
事
は
、
夫
れ
が
現
貧
に
沿
い
て
は
殆

ん
ど
獲
得
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
事
を
一
示
す
の
で
あ
る
が
、
此

事
が
上
掲
二
つ
の
揚
合
の
唯
一
の
目
的
で
は
友
い
。
上
掲
二
つ

の
場
合
の
根
底
に
は
よ
り
詳
細
に
吟
味
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い

概
念
が
伏
在
し
て
ゐ
る
。
北
(
議
論
は
漸
が
で
物
々
絞
神
L
」
貨
時

級
品
相
と
の
匝
別
九
並
び
に
犬
成
(
恭
艇
を
聞
い
て
ゐ
る
賞
品
刊
酌

殺
呆
と
貨
幣
的
殻
果
と
の
庖
別
を
、
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に

役
立
つ
の
で
あ
る
。

さ
で
貨
幣
が
濁
立
財
で
た
い
場
合
に
中
立
が
得
ら
れ
る
た
め

の
保
件
の
一
つ
は
、

I
H
m
の
無
差
別
総
が
相
等
し
い
と
い
ふ

の
で
あ
っ
た
。
貨
幣
経
済
の
下
で
此
仮
定
の
成
立
す
る
事
は
明

で
あ
る
。
然
し
物
身
経
消
の
下
で
は
疑
問
で
あ
る
。
何
故
な
ら

各
財
が
各
偶
人
に
と
っ
て
貨
幣
で
あ
る
と
い
ふ
事
費
は
、
邸
債

値
貯
減
機
能
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
き
に
は
.
如
何
な
る
財
が

t
F
四
十
四
巻

第
六
競

七

saleability，之は Mengerc?言葉であ品。安井琢腐脅;メンガー図民経済串原
理， 233-250，参照
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ロ
オ
ぜ
シ
シ
ユ
ダ
イ
ン
・
ロ
グ
シ
「
一
般
的
貨
僻
論
と

一
般
的
債
格
論
正
の
同
格
化
」

債
値
貯
蔵
手
段
と
し
て
最
良
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
に
闘

し
て

I
H
m
の
判
断
が
具
っ
て
ゐ
る
事
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ

る
。
硲
貫
性
の
個
人
的
不
足
を
充
す
た
め
の
個
々
人
に
よ
っ
て

同
時
る
財
は
、
帰
来
の
出
来
事
に
闘
す
る
彼
等
の
殻
想
が
同
組
一
っ
て

ゐ
る
事
を
意
味
す
る
。
共
し
て
斯
〈
の
如
き
殻
想
こ
そ
が
、
個

‘. . 

人
的
選
傑
慨
系
の
本
質
部
分
注
成
す
が
故
に
、

ら」

avr
コ剛一
3
-
J
J

，
H
Uが
'
h

弓
江
川
刊
Y
苅
」
ρ

相
等
し
、
と
は
言
へ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
相
等
し
き
無
差
別
総
と
相
等
し
き
所
得
と
い
ふ
仮
定
の

他
に
、
更
に
も
う
一
つ
の
閃
難
が
あ
る
。
夫
れ
は
前
と
同
様
に

物
々
経
済
と
貨
幣
経
済
と
の
比
較
の
意
味
と
カ
ー
と
を
減
殺
す
る

で
あ
ら
う
。
郎
、
同
一
財
が
金
貨
幣
機
能
を
充
す
と
い
ふ
偲
定

を
、
よ
り
詳
細
に
吟
味
し
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
貨
幣
が
三
つ
の

機
能
の
全
部
を
芳
す
と
い
ふ
事
は
、
貨
幣
ピ
け
が
債
値
の
貯
蔵

手
段
で
あ
る
事
を
意
味
す
る
も
の
で
は
左
い
。
事
費
種
々
の
財

は
或
程
度
に
沿
い
て
債
備
貯
蔵
手
段
で
あ
る
。
大
械
の
耐
久
財

特
に
多
く
の
用
設
を
持
っ
て
ゐ
る
耐
久
財
は
、
或
程
度
迄
は
晴
嵐

想
す
べ
か
ら
ぎ
る
偶
然
事
の
た
め
に
準
備
し
得
る
。
貨
幣
は
最

初
の
二
機
能
を
充
す
唯
一
の
財
で
は
あ
る
が
、
現
金
残
高
機
能

第
四
十
四
巻

箭
六
擁
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と
呼
ば
れ
る
も
の
を
充
す
多
数
財
の
中
の
一
ワ
陀
過
ぎ
左
い
。

法
律
又
は
憤
習
に
よ
っ
て
成
立
せ
る
繰
延
支
排
の
基
準
で
あ
る

事
が
、
貨
幣
形
棋
に
侭
侃
貯
出
川
手
段
の
役
割
を
よ
り
多
〈
持
た

し
め
る
事
に
在
る
で
あ
ら
う
。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
貨
幣
は
唯

一
の
侭
侃
貯
臓
手
段
で
は
な
い
。

作
賞
仕
の
一
小
U

止
を
4
t
7
M
M
は
‘
民
他
の
財
と
将
胸
輔
功
の
倒

係
に
あ
る
。
共
他
の
財
が
、
債
値
貯
臓
手
段
と
し
て
の
貨
幣
に

劃
し
て
多
少
と
も
代
替
物
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
、

と
の
民
同
幽
輔

車
の
闘
係
の
た
め
で
る
る
。
貨
幣
が
共
他
の
財
と
完
全
に
樹
立

し
て
ゐ
る
例
外
的
た
揚
合
に
の
み
、
貨
幣
は
唯
一
の
便
値
貯
蔵

手
段
と
在
る
。
故
に
貨
幣
経
済
と
物
々
一
経
済
と
に
沿
い
て
、
各

人
に
と
っ
て
債
佑
貯
蔵
手
段
と
し
て
役
立
つ
種
k

友
財
の
束
が

る
る
。
貨
幣
は
、
貨
幣
粧
怖
に
沿
い
て
は
法
律
、
制
度
及
び
共

他
の
四
日
出
に
よ
っ
て
、
個
人
的
債
値
貯
賊
財
の
束
に
沿
い
て
大

き
友
役
割
を
演
や
る
。
放
に
と
の
束
の
分
散
は
、
物
々
経
済
に

沿
け
る
よ
り
は
小
で
ち
る
。
如
何
左
る
財
が
最
良
の
債
佑
貯
蔵

¥
 

手
段
で
あ
る
か
と
い
ふ
判
断
は
、
腕
来
の
問
来
事
に
闘
す
る
不

叫

m寅
左
抽
出
想
そ
含
ん
で
ゐ
る
の
で
、
来
の
分
散
程
度
が
小
さ
い



事
は
、
将
来
に
関
す
る
個
人
的
環
忽
の
相
違
の
程
度
は
物
々
経

済
よ
り
も
貨
幣
経
済
の
場
合
に
よ
り
小
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
意

味
す
る
。
斯
く
て
物
々
経
済
と
貨
幣
経
済
と
は
、
種
類
の
相
違

で
は
な
〈
て
樫
度
の
相
違
で
あ
る
。
将
来
の
個
人
的
課
想
が
或

る
も
の
よ
り
は
る
か
に
異
っ
て
ゐ
る
一
方
は
、
他
方
に
比
す
れ

ぽ
物
々
経
砧
円
で
あ
る
。
純
物
々
…
経
怖
と
純
貨
幣
経
済
と
は
、
純

競
争
と
純
滴
占
と
同
ビ
採
に
、
現
買
で
は
決
し
て
得
ら
れ
友
い

川
内
想
的
向
制
限
の
場
合
で
あ
る
。
現
貨
に
は
と
の
附
似
限
の
中
間

経
済
だ
け
が
存
在
し
・
間
前
貯
峨
財

η
束
力
分
散
の
続
攻
が
、

経
済
を
と
の
雨
極
の
一
方
へ
近
や
け
る
事
に
友
る
。
斯
う
し
た

議
論
の
観
拙
か
ら
す
れ
ば
、
調
立
財
と
し
て
の
貨
幣
の
場
合
を

除
け
ば
、
貨
幣
は
第
一
の
意
味
に
訟
い
て
も
第
二
の
意
味
に
沿

い
て
も
中
立
で
は
な
い
。

る
貨(四)
幣中
ヴ立
エ貨
l 幣

yレ第
と三
い概
ふ念
慨
念
』土

上
;事
せ
る
も
の
心つ
み
で、

t1 

古
典
波
の
理
論
に
含
ま
れ
て
ゐ

友
い
。
と
の
申
立
貨
幣
の
第
三
概
念
は
、

]
-
B
・
セ
イ
の
理

論
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

セ
イ
が
意
味
し
、

叉
意
味
し
よ
う

と
意
同
し
た
思
想
は
、
大
鶴
次
の
や
う
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す

ロ
オ
ぜ
シ
シ
ユ
タ
イ
シ
・
ロ
ダ
シ
「
一
般
的
貨
幣
論
と

一
般
的
債
格
論
正
申
同
格
化
」

友
は
ち
、
静
的
物
々
経
怖
に
沿
い
て
は
、
人
は
明
瞭
に
均
衡
債

格
を
知
っ
て
ゐ
る
。
貨
幣
経
済
に
沿
い
て
は
貨
幣
が
と
の
智
識

を
蔽
ひ
か
〈
す
。
然
し
貨
幣
は
、
物
々
経
済
に
治
け
る
基
本
闘

係
を
縫
更
す
る
も
の
で
は
泣
い
。
若
し
貨
幣
が
ヴ
ェ
ー
ル
に
過

ぎ
な
い
な
ら
ば
、
貨
幣
経
済
に
な
い
て
は
一
般
的
過
剰
生
産
が

生
じ
な
い
で
あ
ら
う
、
と
。

此
底
に
た
け
る
貨
幣
ヴ
ェ
ー
ル
と
い
ふ
考
へ
は
、

さ
き
に
田
氏

関
し
た
も
の
と
は
異
つ
で
ゐ
る
。
夫
れ
は
、
若
し
貨
幣
的
力
も

亦
イ
臼
吋
レ
勾
{
時
明
を
通
〕
亡
の
)
し
c
b
る
ま
ら
工
、

1

j

f

f

l

;

-

u

;

 

例川
f
干
の
不
均
何

も
た
い
で
あ
ら
う
と
い
ふ
事
を
意
味
す
る
。

こ
の
第
三
概
念
は

そ
の
後
累
積
的
過
程
の
友
い
事
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
た
貨

幣
的
均
衡
の
諸
傑
件
の
銭
漣
で
あ
る
。

セ
イ
は
斯
〈
で
ウ
イ
ク

セ
ル
陀
先
行
す
る
も
の
と
し
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
第

一
一
概
念
の
理
論
と
重
要
度
と
を
明
瞭
友
ら
し
め
る
た
め
に
は
、

均
衡
状
態
か
ら
の
分
析
を
以
っ
て
し
で
は
.
不
可
能
で
あ
る
。

貨
幣
理
論
と
一
般
的
債
格
珂
論
と
の
分
離
は
、
長
い
間
し
か

も
最
近
迄
、
相
互
猫
立
に
展
開
せ
ら
れ
た
こ
つ
の
思
想
の
流
れ

第
四
十
四
巻

第
六
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九



はに
王鬼よ
金つ
~て
=、-ロ
局二補百般オ

車斤 欠盟ぎ
でに ZEL
あ共語ム
りのと夕
、根のイ
他炭同 y

はを格二
化

資額」ダ
本 へ と
分さー
祈れ般
で つ 的

あ1. ! 
るるま" .岡
隻 'O と

方
と 'コ

も
臭
っ
た
道
を
通
っ
て
同
一
の
結
論
、
邸
貨
幣
の
存
在
は
静
的

均
衡
と
矛
盾
す
る
と
い
ふ
結
論
へ
導
〈
。

↑
現
金
残
高
分
析
古
典
派
が
貨
幣
の
債
値
貯
蔵
機
能
を

稜
凡
し
得
恥
か
っ
た
の
は
且
数
別
分
析
が
抵
か
っ
た
か
ら
さ
わ

る
。
現
代
の
償
値
理
論
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
や
弓
に
在
る
と
、

財
の
致
用
は
相
針
債
格
決
定
の
原
凶
で
あ
る
の
に
、
貨
幣
の
殻

用
は
債
格
決
定
の
結
岡
市
で
あ
っ
て
、
債
格
決
定
の
た
め
何
等
の

役
割
も
演
じ
得
司
泣
い
た
め
、
倖
統
的
な
貨
幣
の
毅
用
は
、
共
他

の
財
の
毅
用
と
同
絡
に
す
る
事
が
出
来
な
く
左
つ

τ来
た
。
斯

〈
て
理
論
は
貨
幣
量
の
決
定
が
出
来
な
く
友
り
、
理
論
館
系
が

完
全
で
あ
る
た
め
に
は
.
貨
幣
に
針
す
る
需
要
は
何
で
あ
る
か

と
い
ふ
事
を
説
明
し
な
け
れ
ば
左
ら
な
〈
友
っ
た
。
斯
く
て
レ

オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス
は
、

=
z
g合
品
。
と
し
て
の
貨
幣
の
致
用
と

債
値
貯
蔵
と
し
て
の
貨
幣
の
殻
用
と
を
原
別
し
、

と
し
て
の
貨
幣
の
債
値
は
、
債
格
形
成
過
程
の
結
果
で
る
る
が

ロロ
g
p
t
z

S
E
U
m
O
《
忠
弘
『
臥
。

と
し
て
の
貨
幣
の
僕
値
は
、
共
他
の
財
の
数
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四
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用
と
同
じ
桜
に
、
債
格
決
定
の
原
因
と
な
っ
た
。
斯
く
て
初
め

て
、
現
論
酷
系
の
必
須
部
分
と
し
て
の
貨
幣
需
要
に
闘
す
る
説

明
が
可
能
と
怠
る
に
扱
っ
た
。

我
A

が
自
分
の
趣
味
、
所
得
、
帰
来
の
債
格
、
自
分
の
購
買

日
及
び
量
を
、
完
全
に
継
貿
に
濠
恕
し
得
る
や
う
攻
摩
擦
の
な

い
絞
僚
批
佐
代
h
仰
い
て
は
、
現
金
残
高
社
特
と
一
っ
と
寸
お
や
行

在
者
は
誰
も
悲
い
で
あ
ら
う
。
各
人
は
賂
来
支
排
が
暗
闇
想
さ
れ

る
時
間
だ
け
る
一
貨
幣
を
投
資
し
、
そ
れ
を
し
左
い
事
に
図
る
利

子
損
失
を
謎
け
る
で
あ
ら
う
。
各
人
は
中
央
手
形
交
換
銀
行
に

残
高
を
持
ち
、
全
て
の
支
排
は
銀
行
帳
簿
の
上
で
行
ふ
で
あ
ら

ぅ
。
何
等
の
危
険
も
晴
朗
想
の
不
確
貸
さ
も
な
い
欣
態
に
沿
い
て

は
、
短
期
利
率
も
長
期
利
率
も
相
等
し
い
が
故
に
、
短
期
資
産

も
長
期
資
産
も
よ
き
支
排
手
段
で
あ
ら
う
。
斯
う
し
た
欣
態
で

は
、
中
央
銀
行
の
信
用
創
造
に
は
何
等
の
制
限
も
泣
〈
、
貨
幣
、

の
流
通
速
度
が
無
限
と
た
る
か
の
如
く
に
経
済
過
程
は
都
民
展
し

相
釘
債
格
は
決
定
し
得
て
も
貨
幣
債
格
は
不
決
定
と
左
ら
う
。

と
の
詰
込
ロ
円
z
c
m戸

〔
】

p
z
z三
ロ
自
は
、

一
般
的
在
確
寛
左
強
恕

欣
態
と
貨
幣
存
在
と
を
同
時
に
許
す
事
は
矛
盾
で
あ
る
事
を
一
示



ず
。
現
金
残
高
と
し
て
の
貨
幣
は
‘
一
般
的
建
想
が
不
確
買
で
あ

る
揚
合
に
の
み
存
在
し
、
不
確
寅
に
闘
す
る
個
人
的
感
情
の
函

教
で
あ
り
、
そ
れ
を
芳
足
す
る
た
め
の
財
で
あ
る
。
従
っ
て
一

の め般
分(二)で的
析資~. 1象
か本与、想
ら分^"を
生祈 {侵
十定
るす
。 第 る
と二 静
のの 的
ブJ 忠均
尚一想 自島I
t亡 dコ 1;):
ヰ量消 貨
け れ 幣
るは 存
叢、在

期資と
的本雨
前と 立
進利 し
は 子 な
、とい

ウ
イ
ク
セ
ル
、
伐
の
批
判
者
及
び
伐
の
後
継
者
連
に
よ
っ
て
成

さ
れ
た
。

ウ
イ
グ
セ
ル
立
、

l
i
l
 
古
典
派
の
山
九
州
か
ら
出
殺
し
も
側
仲
村
が
J

肉

ま
る
と
需
要
が
増
加
し
又
は
供
給
が
減
少
し
た
と
言
ひ
得
る
の

で
あ
る
が
、
全
て
の
債
格
が
高
ま
る
と
き
陀
は
全
て
の
財
の
需

要
又
は
供
給
が
幾
化
し
た
と
一
一
一
口
は
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
の
で
あ

り
、
こ
の
事
は
一
般
的
過
剰
生
産
の
不
可
能
を
主
張
す
る
古
典

波
に
と
っ
て
は
説
明
の
山
内
来
な
い
現
象
で
あ
る
と
い
ふ
。
会
ゆ

る
貨
幣
理
論
は
、

一
定
の
事
情
の
下
に
沿
い
て
全
ゆ
る
尉
の
需

要
が
全
ゆ
る
財
の
供
給
よ
り
も
よ
り
犬
で
る
る
か
よ
り
小
で
あ

る
か
と
い
ふ
事
を
設
明
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
の
で
あ
る
、

ロ
オ
ゼ
シ
シ
ユ
タ
イ
ン
・
ロ
ダ
ン
「
一
般
的
貨
幣
論
と

一
般
的
債
格
論
と
の
同
格
化
L

と
い
ふ
。

ウ
イ
ク
セ
ル
に
あ
っ
て
は
、

と
の
均
衡
叉
は
不
均
衡
を
支
配

ず
る
挺
子
は
、
貨
幣
利
率
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
つ
の
領
域
川
迂

間
生
産
方
法
の
生
産
力
側
資
本
市
場
閉
消
費
者
財
市
場
に
た
い

て
分
析
せ
ら
れ
、
均
衡
利
率
は
印
貨
物
資
本
の
物
理
的
限
界
生

産
力
(
自
然
利
率
)
に
等
し
く
仰
貯
蓄
の
需
要
供
給
を
相
等
し
く

す
る
も
の
で
る
り
同
消
費
財
債
格
水
準
を
動
か
さ
友
い
も
の
で

あ
る
。
ネ
ォ
。
ウ
イ
ク
セ
ル
汲
は
印
と

ωと
は
相
等
し
〈
仰
と

は
矛
盾
す
る
と
い
ふ

D

均
衡
僚
件
は
白
熱
利
率
d
貨
幣
剰
率
と
の
均
等
で
あ
る
。

者
し
貨
幣
利
率
が
自
然
利
率
に
相
等
し
く
な
い
友
ら
ば
累
積
温

程
を
生
じ
、

南
利
率
が
相
等
し
く
な
い
限
り
繕
績
す
る
3

自

然
利
率
と
貨
幣
利
率
と
の
均
等
は
斯
く
て
貨
幣
均
衡
の
傑
件
と

在
る
。

此
庭
に
ゐ
け
る
均
衡
は
、

静
的
債
格
理
論
の
そ
れ
と

相
等
し
き
も
の
で
は
た
〈
、

夫
庭
で
は
何
等
か
の
撹
鋭
が
る

れ
ば
一
疋
の
欣
態
へ
恢
復
せ
し
め
ん
と
す
る
カ
が
作
用
し
、
水

振
子
に
類
似
す
る
。

の
表
面
、

此
庭
で
は
撹
乱
原
因
(
利
率
白

講
離
)

は
、
無
限
に
綾
〈
運
動
を
生
十
る
。

斯
か
る
累
積
過
程

第
四
十
四
巻
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二
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現貨においては、現金残高の存在を u不確賞以外に二種。摩擦が設明ずる。却
投資の費用(銀行料金)と官量破に封ナる希望」である
Lindahlは、 Wicksellの .11 goodsは (;onsumers' goods しか意味しないと
いふ。貯蓄のある動的過程においては、所得は (r)貯菩(2)消費者財需要へ行者
社曾的生産物は (1)貨物資本への投諮(2)消費者敗。生産とな p、l比等四要素D
均衡が問題となる。

5) 

6) 



ロ
オ
ゼ
シ
シ
ユ
タ
イ

y
・
ロ
グ
ペ
「
一
般
的
貨
幣
論
と

一
般
的
債
格
論
と
の
同
格
化
」

が
な
い
事
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
た
貨
幣
的
均
衡
は
、
従
つ

て
動
的
均
衡
で
あ
る
。
新
〈
て
ウ
イ
ク
セ
ん
は
貨
幣
現
象
を
動

的
理
論
に
沿
い
て
取
扱
ひ
得
た
に
過
子
た
い
の
で
あ
っ
て
、
貨

幣
と
静
的
均
衡
が
附
立
し
得
な
い
と
い
ふ
現
金
残
高
分
析
の
結

論
に
一
致
す
る
。

主
幣
内
勾

d

J

日
〉
一
肋
勺

J

件

l
d
什
土
、

術
判
d
E
1

有
d
v
z
'
H
f
i
J
t
l

ウ
イ
ク
セ
ル
が
彼
の
州
礎
知

と
し
て
静
態
を
抹
ち
た
か
っ
た
左
ら
ぼ
、
も
っ
と
明
瞭
に
左
つ

た
で
る
ら
う
。
静
態
に
た
い
て
は
貨
幣
的
均
衡
の
三
個
の
ウ
イ

ク
セ
ル
的
保
件
の
全
て
が
仮
定
に
よ
っ
て
充
さ
れ
て
ゐ
る

3

夫

鹿
で
は
叉
若
し
維
持
さ
れ
る
な
ら
ば
扮
証
後
貨
幣
的
均
衡
の
賓

限
定
に
よ
っ
て
均
衡
が
あ

現
を
妨
げ
る
共
他
の
要
素
問
に
、

る
。
ウ
イ
ク
セ
ル
は
時
間
の
あ
る
過
程
を
分
析
す
る
の
で
あ
る
。

彼
の
理
論
の
主
要
在
仕
事
は
、
我
々
を
し
て
動
的
過
程
の
各
陣

聞
に
た
い
て
貨
幣
的
均
衡
が
あ
る
か
不
均
衡
が
あ
る
か
を
絞
ぺ

得
さ
し
め
る
事
で
あ
る
。
故
に
最
上
の
方
法
は
、
分
析
の
向
費

黙
と
し
て
不
均
衡
欣
態
を
と
る
事
で
あ
る
。
そ
の
時
と
そ
我
々

は
、
よ
り
明
瞭
に
強
想
と
不
確
賓
と
の
特
殊
友
重
要
さ
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。
静
態
に
ゐ
い
て
は
債
格
は

E
E百
円
で
あ
り
、

第
四
十
四
巻
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各
人
は
現
在
支
配
し
て
ゐ
る
償
絡
は
脈
来
も
亦
支
配
す
る
の
で

あ
ら
う
と
議
怨
す
る
。
ウ
イ
ク
セ
ル
は
彼
の
累
積
過
程
の
設
明

に
h
嗣
い
で
こ
の
型
の
抽
出
相
む
を
暗
黙
の
中
に
仮
定

L
た
。
芳
し
自

然
利
一
郎
ナ
と
貨
幣
利
率
の
聞
に
聞
き
が
あ
る
た
ら
ば
、
若
し
各
人

が
現
在
支
配
し
て
ゐ
る
償
絡
は
将
来
も
亦
支
配
す
る
で
あ
ら
う

」
設
相
山
ナ
・
心
た
ら
一
山
仏
、
累
積
組
一
院
は
の
イ
ク
セ
ル
わ
組
り
陀
日
出

閲
さ
れ
る
。
然
し
、
不
均
衡
の
扶
態
に
お
い
て
は
何
等
か
の
累

積
過
程
を
妨
げ
得
る
叉
は
方
向
を
逆
に
さ
へ
す
る
異
れ
る
種
類

の
抽
出
想
が
る
る
。
動
的
均
衡
に
ム
お
い
て
は
、
物
価
加
の
珠
想
と
不

椛
賓
と
は
、
現
賓
の
物
債
と
同
じ
樫
需
給
を
決
定
す
る
狽
立
礎

数
で
あ
る
。

現
金
残
高
分
析
と
ウ
イ
ク
セ
ル
的
資
本
分
析
と
は
、
貨
幣
存

十
忙
と
静
的
均
衡
と
は
同
時
に
許
し
得
、
千
、
我
々
は
動
的
経
済
に

沿
い
て
の
み
貨
幣
を
取
扱
び
得
る
事
を
結
論
す
る
。
貨
幣
及
び

債
格
の
一
般
理
論
を
等
級
化
ず
る
事
は
、
雨
理
論
を
同
一
俄
定

の
下
に
展
開
す
る
事
を
意
味
す
る
。
貨
幣
及
び
債
格
の
静
的
理

論
を
同
格
化
す
る
事
は
、
貨
幣
の
静
的
研
論
が
存
在
し
友
い
が



故
に
不
可
能
で
あ
る
。
是
を
途
行
し
得
る
た
め
に
は
、
貨
幣
理

論
を
債
絡
の
動
的
理
論
と
結
び
付
け
ね
ば
友
ら
な
い
。
然
ら
ぽ

債
格
の
動
的
理
論
は
如
何
に
し
で
到
達
さ
れ
る
か
。

今
や
貨
幣
の
動
的
理
論
の
二
個
の
研
究
結
果
が
有
殺
と
左

る
。
包
含
さ
る
べ
ぎ
重
要
な
要
素
は
、
不
離
賓
と
涼
相
ゆ
と
で
あ

る
。
将
来
債
格
の
疎
想
は
、
現
宵
何
回
格
以
外
に
現
在
需
要
を
決

定
ず
る
濁
立
鑓
数
で
あ
る
。
今
一
一
一
財

a
b
c
を
俄
定
し
よ
う
。

りお

H
「(円
)
g

司、
pw

司、、
p
u
i
目

vrw

司、宮司、
Jvw
・
:
?
・
司
、
ま
円
v
z
d
e
-
-
・)

此
鹿
に
伊
と
は

a
に
即
す
る
川
市
要
で
あ
り
¥

a
b
o
t
 

p
p
仰
は

a
b
c

の
慣
俗
で
あ
り
ァ
、

FF
以
次
の
咋
の
開
聞
に
判
別
す
る
州
問
権
抽
出
細
川
で

あ
り
J
P
は
時
の
第
二
期
聞
に
針
す
る
債
格
晴
朗
想
で
る
る
o
我
々

は
斯
〈
て

n
財
を
持
て
る
静
的
均
衡
の
理
論
に
ゐ
け
る
と
同
様

に
、
叫
個
の
方
程
式
に
よ
っ
で
決
定
せ
ら
れ
る
叫
個
の
未
知
数

を
持
っ
て
ゐ
る
。
此
事
は
是
等
の
旗
惣
が
確
貫
左
も
の
で
あ
る

か
の
如
〈
に
環
想
を
考
へ
て
ゐ
る
。
不
確
寅
は
現
金
残
高
の
常

要
と
い
ふ
形
態
の
下
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
。
現
金
残
高
分

析
は
、
不
確
賓
の
あ
る
所
で
は
現
金
建
高
は
全
ゆ
る
暫
に
沿
い

て
一
個
の
経
済
叫
別
で
あ
る
事
を
示
す
。
放
に
現
金
残
高
は
刊
番

ロ
オ
ゼ
ン
シ
品
タ
イ
シ
・
ロ

r
シ
「
一
般
的
貨
幣
論
と

n

一
般
的
情
格
論
と
り
同
格
化
」

目
の
財
と
た
り
、

n
番
目
の
未
知
数
を
成
す
。
こ
の
昨
呑
円
に
叫
制

す
る
需
要
は
、
将
来
の
出
来
事
に
針
ず
る
不
確
貨
の
函
数
で
あ

る。
第
二
八
万
折
か
ら
、
動
的
均
衡
を
決
定
す
る
た
め
に
は
均
衡
利

率
が
決
定
さ
れ
ね
ば
怒
ら
ぬ
事
を
知
る
。
利
率
は
貨
幣
市
場
に

最
け
る
一
個
の
耐
同
格
で
あ
る
。
貨
幣
の
一
部
分
は
玩
に
濁
立
鑓

数
の
贈
系
の
中
へ
現
金
残
高
と
し
て
包
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
第

二
部
分
は
、
通
営
に
定
義
せ
ら
れ
た
貸
金
と
負
債
と
の
た
め
の

qhM 

市
場
に
沿
け
る
貨
幣
か
ら
成
る
。
第
二
部
分
は
、
+
番
目
の

M

hv一
成
し
、
決
定
虫
、
る
可
き
1
L祁
聞
の
未
知
数
で
あ
る
。
斯
〈
の

n
 

如
き
動
的
均
術
論
こ
そ
、
貨
幣
及
び
債
格
の
一
般
瑚
論
の
同
格

化
を
、
論
理
的
陀
完
結
せ
る
一
個
の
現
論
億
一
栄
に
ゐ
い
て
、
可

能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

第
四
十
四
巻

七

第
六
披


